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（日）

申込はこちらから

紅茶を飲みながら

リラックスした中で

一緒にお話ししませんか。

一時保育あり

参加費無料
日常なかで、ﾞモヤモヤﾞしたり、違和感を感じたことは

ありませんか。なかなか声に出しずらい「モヤる」気持

ちについて考えてみませんか。

紅茶 ジェンダー

「モヤモヤ」
わたしたち

と

と

と

9 6
(土）

14
【時 間】13:30～15:30

「ありたい自分」
になるために

【時 間】13:30～15:30

【場 所】アバンセ 第2研修室

（佐賀市天神三丁目2-11）

紅茶と一緒に
「わたしらしさ」を考える

「モヤモヤ」する気持ちの背景には

なにがあるのか一緒に考えてみませんか。

気持ちを言葉や声に出しながら

「ありたい自分」を見つけてみませんか。

（要申込）

【講 師】 冨永 明子さん

西日本短期大学 保育学科 学科長・教授

【紅茶提供・活動紹介】

伊藤 都貴子 さん 紅茶屋 葉る音 店主

【講 師】 冨永 明子さん

西日本短期大学 保育学科 学科長・教授

【紅茶提供】伊藤 都貴子 さん

紅茶屋 葉る音 店主

申込・問い合わせ

【対 象】 関心のある女性 【定 員】 20名程度（要申込・定員になり次第締切）

【一時保育】 生後6か月から就学前まで・若干名、①8/27（水）、②9/3（水）までに要申込み・無料

【申込方法】 アバンセホームページの申込フォーム、

または電話、FAX、アバンセ窓口にてお申し込みください。

【場 所】アバンセ 第2研修室

（佐賀市天神三丁目2-11）

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています

令和7年度 女性のための エンパワーメントセミナー



送信先：アバンセ事業部 FAX 0952-25-5591 ※FAXの場合は切り取らずにこのまま送信してください

令和7年度 女性のためのエンパワーメントセミナー 参加申込書

（ふりがな）
氏名

お住まいの
市町

電話番号

メールアドレス
※danjo@avance.or.jpから受信できる

ように受信設定をお願いします。

参加希望日時 □ ① 9/6（土）13:30～15:30 □ ② 9/14（日）13:30～15:30

一時保育
(6カ月～就学前、若干名)

※①は8/27（水）、②は9/3（水）
までに要申込み

不要 お子さんの名前（ふりがな）・年齢 お子さんの名前（ふりがな）・年齢

申込（右欄も記入）
（ 歳 か月） （ 歳 か月）

※天候や感染症の流行等によっては、事業を中止または変更する場合があります。
※この受講者募集に伴い収集した個人情報は、講座運営のためにのみ使用し、それ以外の目的に使用することはありません。
※本事業の様子を撮影した写真等は、アバンセのホームページ等に掲載させていただく場合がありますので、予めご了承ください。

令和7年度 女性のためエンパワーメントセミナー

佐賀県立男女共同参画センター(アバンセ) 〒840-0815 佐賀市天神三丁目2-11

TEL 0952-26-0011 FAX 0952-25-5591 メール danjo@avance.or.jp
申込・問い合わせ

講 師：冨永 明子
（西日本短期大学 保育学科 学科長・教授）

臨床心理士・公認心理師（認定専門公認心理師）・フェミニストカウンセラー

日本フェミニストカウンセラー協会理事

専門はフェミニストカウンセリング、ジェンダー問題、臨床心理学、被害者支援、

保育心理学、DV・虐待・ハラスメント、子育て支援、自己表現・コミュニケーシ

ョン、ひきこもりなど。これまでに本業の傍ら、ジェンダー、アサーティブトレ

ーニング、グループアプローチ、コミュニケーションセミナーなど多岐にわたる

講演を行っている。

とみなが あきこ

紅茶提供： 伊藤 都貴子（紅茶屋 葉る音 店主）

気軽に紅茶やお茶を楽しんでいただきたくて、紅茶屋 葉る音をはじめる。

紅茶専門店での勤務経験を活かし、紅茶のブレンドや販売、オリジナルブレンド

の作成や紅茶教室などを行っている。

実店舗を持たずに、イベントなどをメインに活動中。

いとう ときこ

「The Personal is Political (ザ・パーソナル・イズ・ポリティカル)」とは？

「The Personal is Political (個人的なことは政治的なこと)」は、個人的な経験や問題が、実は社会構造や政治的な力関係と深く結びついているという考え方、

またはそのスローガンです。特に、1960年代以降のフェミニズム運動や学生運動の中で、女性の個人的な悩みや苦しみは、社会(の構造）における差別や抑制に

よって生じることを示す。

知って
おきたい
キーワード


